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　ビルマ語は，いわゆるチベット・ビルマ語系統の言語だとして，あるいは膠着語であるとか孤
立語であるとか単音節語であるとか，簡単なカテゴリーのなかにおしこんでしまって，あるいは
そうした形式的結論から，その文法組織のおおよそのことがわかるとするひとがおおいようであ
る。
なるほどビルマ語は，おそらくカチン語やチン語などと本質的t（L－一一一致するところがあるとおも
うし，全体的構造においてもチベット語やレプチャ語などと同系でありえて，かつまた中国語の
ように多分に孤立的で声調を有しており，一つ一つの音節がそれぞれ意味をもつといういわゆる
インド・シナ語族中の一言語だとする説は大体妥当なものであろう1。
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　しかし，ビルマ語にはビルマ語独自の立場があるから，まずそれ自身に徹し，そ（pなかからみ
ちびかれるとζろの独自の文法組織があみだされなくてはならない。それは当然のことといえば
それまでだが，しかし既存のビルマ文法書をみると，その当然のことがおこなわれていないよう
におもわれる。すなわちそれらの文法書は，先達の欧米人研究者やパーリ語学者の，英語または
パーリ語観念の影響をつよくうけていて，真にビルマ語の実体に即してかかれたものではないの
である2。
　このことに関連して注意したいのは日本の言語事情である。日本には案外ふるい文献資料が保
存されているが，それよりも重大なことは，おおくの文法学者（国文学者）が輩出して，おおく
の研究成果をあげてきたということである。これらにあたえられる価値はおおきく，たとえfN
本語はウラル・アルタイ系の言語といってもまだ完全に証明されていない」とか「日本文法自身
の結論はまだ真にあらわれていない」とかいわれても，毫もその価値をうしなうものではなかろ
う。あるいはそうした結論をうちだしがたくしている日本語のむつかしさが，研究者への刺激と
なり，かくもみごとな成果をあげたものというべきか。英語に関するぼうだいな研究もたいした
ものとおもうが，それは本国においてよりも日本においてかえってさかんであるのだろうか。
　一方，ある程度抽象化され表現手段の一法とはいうものの言語は人閲の心的映像であるに相異
なく，やはり微妙にいきている。だから，談話文章のおくにあるものすべてを，とおりいっぺん
の形式的規則だけで律することは困難だし，ぎゃくに徹頭徹尾結論的文法に即してかかれたもの
がかならずしもすぐれたものといわれないし，慣用語についての間題例外のない文法はないと
もいわれ，言語はつねに剰余をのこすといわれるゆえんである3。またEugen　Lerchの「言語
における強制的なものと自由なもの」のもつ意味はふかい。
　間題はつまり，できるかぎり論理にかなった文法体系をつくろうとおもえば，それだけおおく
の研究的背景が必要なわけであって4，国語の調査研究が十分におこなわれていないすべての国
1．Wolfenden，　S．　N．：Outline　of　Tibeto－Burman　Linguistic　Morphology．その他一般言語学害。
2．既存のビルマ文法とはJudson文法，　Stewart文法，　Pe　Maung　Tin文法その他である（Hla　Tanle三nの
。Qう①・G⑯φ9円δ・・一…p・P・輌・・k・・p・　・・韻轍関す・蜘・
3．「一面その文法にばかり頼れないことも事実である。例外のない文法はないという言い習わしは，特に本
　言語において甚だしいようである。日常の慣用が文法に優先するためである。」沢英三著「インド文典」（丸
　善1963）35頂。より合理的の規定をするために，よりおおくの資料を蒐集して比較研究をする作業をお
　こたってはならない。インド（ヒンディー）語，そして日本語も同じだとすれば，ビルマ語のばあいには
　なおさらである。剰余をのこすにしても限度があるということである。
4．簡単な文法というものは考えられるにしても，結論的文法が簡単なものほどやっかいだし，おおくの調姪
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民の言語，ことに孤立語的傾向を有するビルマ語のような言語の立場からは，そのことがおおい
に強調されてよい。いま孤立語的傾向といったが，実は，ビルマ語は中国語ほどに孤立語的でな
く，さりとて日本語ほどにも膠着語的でないため，かえってやっかいだから，なおさらのことと
おもう。Fビルマ国語学史1をつうじての結論として，現代ビルマ文法は，ビルマ人自身の自覚
的反省をへた理論的体系としては真に確立されていず，より合理的実際的のビルマ文法確立への
要請はむしろ必然であるとおもう5。
　現在のビルマは，よく明治時代の日本に比較されるが，こと言語に関してはそれ以前にさかの
ぼらないと比較の「倭当」を期すことが困難となるかもしれない6。かくいうと，ただちにビル
マのひとたちからおおくの反駁をうけるに相異ない。かれらは名前をおおくあげるであろう。た
とえば，
・eqg6eo…Q電・S・・剛・a・・14・・m・・k・i・
輪。・sS・。δ・。　　Sh・・m・h・田弓w…ぞ
…つ・巴・叫　　　M・h・・P・い・・gy・
　研究的背景が必要ということである。もちろん真の意味での文法の決定版なるものは，人聞性に決定的浪
　後のないかぎ1）ありえない。
5。現に矢崎源九郎敦授（言語学，教育大）はいっている。　「ビルマ文法はもっと別な方法をもって説開する
　必要があるのではないか」市河三欝・服部四郎ナヒ編一世界言語概説」（研究社1955）925頁脚註。
　五内卜嵐智昭氏も　「ビルマにはビルマ語独得の文法書はない。JudsOnが100年前に｛まじめて“ビルマ文法”
　　を公にした。」五十嵐智昭訳註「（Judson）文法」　（！rL文社1942）序」
　D書林に提出する予定（1959，12現在）の「新ビルマ文法」には，筆者のビルマ語にたいする基本的なか
　んがえかたがでている。（まずビルマ語のあらゆる音節を合理的な新しい体系のもとにおさめ，母音および
　終子音の音声学上の位置づけ，終子音変化の過程などから名詞および動詞の分析法，修飾関係・助動詞
　　め，olの解釈賑代繍的のGOOつ畷化勘詞の種類機能，性齢どを酬だけだがあきら
　かにしたほか，用語として事実形，動詞変容助詞などをあらたにもうけ，言語分類ではビルマ語を「構成
　的言語」とするのがよいという）
6．世界のおおくのくにぐにはまだおノれているが，ビルマのばあいは日本の5⑪年前，アメリカの150年前に
　獺当するともいわれる。OPL（アジア生産性機構）準備事務総長押川一郎氏によれぱ1アジアの低開発国
一と欧米の先進国の間には200年の差がある。」朝日新閲36．4、19日号。
　　「鎌倉時代（12世紀）あるいはそれ以前から，B本学者が日本語について考察し，思策して来た理論や学
　説は，まさに日本語そのものの一つの投影として私たちの行手を照らす燈であるに違いない。」　f現代文
　法が研究されるようになったのは，わが国では明治30年代のことである。」時技誠記著「日本文法」日語編1
　　（岩波全書1950）はしがき，同4〕薗。
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§・・CI。つεぽ　　　ロ・a・・gyi・
GX…。ε3・・Q　　Shw・・…　tl　h4・tt
§・国・。・。。…ep…8看…b・d・・ay・d・
①GC・§・9臼　　　　・・1・…P・・　ny4
・・cS　esg・SP…S　　・ξ・1・ay…
しかし・・れらの名前は“ビ・・マ臨史”（酪つ・・・…§ε・m…m・…P…m・…）・
にあらわれる，文法学者ではなく，文学者たちであるというべく，かれらの業績はすなわち
縮であ。て，06G。㊦b・g・ηhki？バギン醐時代（？－1287）㈱し・ては常劉の韓を
石碑にきざみ，のちにはずっとながいあいだ，椋欄の葉にかきのこされたもので8，「自然美へ
の讃歌」「偉人賞讃の詩」「悲歌」など韻文調の作品がほとんどであって，言語それ自身の研究
のあとというものはみられないのである。
　さらに現代国語学者としてあげられるのは，
　　U．E．　Maung（ラングーン大学教授）
　　U．Lu　Pe　Win（同名誉教授）
　　U．Thein　Pe　Myint（作家，国会議員）
　　U．Wun（文筆家）9
などであろうが，しかし前記したひとびとのように，あるものは国文学者であってまず詩や韻文
の研究家であり，あるひとは文学者であってパーリ語学者か英文学者であり，古典ないし古文
を専門とするひとはまず石碑や碑文を調査解明する考古学者を兼業しているのである。その範囲
：内ではたがいに調査研究をするようであるけれど，ひとたび言語（国文法および関連学）問題に
7．これはPe　Maung　Tin編著の代表的労作，ビルマ過去の国語国文に関する資料を蒐集整理したもの。つ
　　ぎのような年代区分である。1バガン石碑時代（－1093－）liピンヤ時代（1289－）正インワ時代（1355
　－）Wタウングー時代（ユ429－）V　：ivウンヤン時代（1527－）W第一次コンバウン時代（1752－）百第
　二次コンバゥン時代（1783－）
，8、ラングーン仏教大学の図書館に，黄色の椋欄の葉がいくえにもたばになって保存されている。大僧正やパ
　ーリ語研究家たちの記録で，おおかたビルマ・パーり語である。
19．蝉者でQε・・♀・面m◎㎎・もいう・謬・…　・つG・GC・。・つ・・…丘‥嫡
1949，・・G随（・ル禰な・があ・・
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関することとなると，翻訳上の問題がおもな問題となっているにすぎないだろう10。地方言語の
調査研究も焦眉の急とされてよいが11，これの組織的な活動はまったくきかれない。かって新聞に
「現代語をたいせつにせよ」12との論説がのっていたが，これは正字法を問題にしていた。正字
法の問題もたしかに当面の問題の一つである。しかし筆者がとくに強調するのは，もっと根本的
の闘題であって，さしずめ「ビルマにおいても山田孝雄や橋本進吉のごとき人物いでよ」といい
たいのである。
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それにしてもいますこしその周延をめぐって，はたして
　（1）ビルマ語自身が考究を要せぬほどに簡単なのであろうか。このような説はもとより否定
　　されねばなるまい。たとえ文字をもたない末麗社会についてみても，学者たちが指摘するよ
　　うに，そこに使用される語彙の数はそれほどすくなくはないのである。ここで誤解があって
　　はならない。若干の語彙だけでは知識としても極めて不十分であるし，数学的内容は論理の
　　域をでないということ。つまり，かつてバ641g，言語研究上の真価を，知よりも情・意をい
　　かにつくすかの表現学にもとめられたことを想起するのである。どの言語にもせよ，それが
　　運用使用されているかぎり，それなりに複雑したものがあるはずである。筆者はビルマ語を
　　おしえてきたけれども，ならうひとにとって，書くのがやはりむつかしいというのは，語彙
　　問題もあるにはあるが，真によき文法書（文法論）がまだあらわれていないため，というに
　　つきるであろう13。
1G．ラングーン大学での講義は従来大部分は英語によっていたのであるが，1959年度からは母国語で講義され
　るよう計画された。英語テキストをビルマ語にかえていくためにはまず学術用語の翻訳が閥題となるが，
　先年ビルマへいったさい，ビルマ翻訳協会（ウーヌ会長）の副会長U．San亙twaからこう問われた。「H
　本人は翻訳がたいへん上手ときくが，よい手本はないか。」日本人は翻訳が上手であるかもしれないが，日
　本人ははやくから造語ないし借用によって必要な語彙をととのえた。ビルマもいたずらに説明的にもちい
　ないで，おおいに借用造語して語の定着をはかるべきだ。
B・・T・・のほかにラ拓ン大学に・酬・があ・・ま嬬謙会（（liSoDoつ・卿δ・G∩・野
　myag　mti　8蕊p邑so拶za9：y6：h品na）もあるに：はある。註30参照。
11．ビルマには多種の民族がすんでいる。ヨ三要民族（ビルマ，カチン，シヤン，カレン，モン，チン）につ
　いては大体しられているが，その他についてはあまりしられていない。なおThe　Linguistic　Survey　of「
　Burma（1889）は，インド政府の「地方言語の調査」にともなっておこなわれた記録である。
12．ラングーン紙（1957．　9．　？）
13・ビルマ語は日本語にくらべるといくぷんやさしい。両者の語序は大体にかよっているから日本人にとっ
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⑪）ビルマ人には文法についての観念がまったくないのであろうか。筆者は先年ビルマへいっ
　　たさい，念のため識者たちにいろいろたずねてみたとCろ，「文法とはまったく形式的のも
　　の，たいせつなのは韻文法や韻作文であって14，これをよくすれば表現が自然とうつくしく
　　なる」そうこたえられるのがふつうであった。もちろん韻文詩や詩形論のもつ価値はおおき
　　いし，・・⑰・・ξ…S・・b・a…dξ・詩的蝉・の意魅・く解せね・まならない．・
　　かし，一般国民はべつとしても，文法をそんなに軽視してはいけないし，たんなる美辞麗句
　　をならべるための表現法のみに関心をうばわれてはなるまい。パイイがいっているのは，そ
　　んな小手先のことではないのである。ことばだけが理路整然とあって，かつ十分であること
　　はむつかしいかも知れないが，ビルマ語全体系についてのふかい認識を得る，あるいは与え
　　る手懸をつくる努力をおこたってはならない。文法学者という名称もないとすれば，（Pe敦
授はD…P・・Ht・n　K…r文法」で・・gngR・…py垣，≠臣領K・・131
・⌒とい猿現を・てい・が，・・♂・・甲D・d・・S・y・…ga・1・eつ・r。　D…
　p5　mau7　hkaと称するほうがよくはないか。いずれにせよ内実あってのことになるが。）
　　ビルマ語のために，否ビルマ国民のためにやはり遺憾とせねばなるまい。
〈鵬ビルマ文法書というものがこれまでになかったのであるか。かならずしもないのではなか
　　・…ふ・くは恒…99・・Dq・hil・・m・…y・h・4・・迦の・・れたもの燕じ
　　め多数の文典がでたことはでたが，しかしいずれも詩や韻文を論じたもの，語源その他に関
す・もの・たとえば・。㌔㍍8…！・・・…k・…（蹄法）に関・て・・各焔様の
ものが60誕どあらわれてい・よう・・し…U・めφ・・h…h畑（・・mm・n・）で賄
名なの…。・a・鳴L8漏qδ…m・…g・・麺・・・・…y…および・。蕊
・Q89…G・rgl・叫・1ξ・w・・n…ah…hau！・h・・1・・だ・いわれ・・いず・も蒜で
　あったろうか。要するにむかしは，言語はまったくいちぶの｛曽侶や特権階級の便利または言
　語遊戯のために存していた。筆者がうけたビルマ教育10力年のあいだに文法と名のつく科目
　てはわりあい好都合のはず，「ビルマ文法はその本質上次の三分法，1体言，　駈用言，田助語を以って説
　明するのが適当であると信ずる。」五十嵐訳註前出書，備考27頁。
14．ビルマ韻文は，その手法をみると基本的には約10の型がある。形式の大部分は字母の構造的特徴からき
　ている。
　ビルマでは韻文詩はかなり重視され，子供のあいだでもしたしまれ，相当の理解力をもつ。なおUPo　Ngwe
著・・ξ経・・融拒・蘂烈恕㈱蜘は・…ていて理賄糠で…
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　　を課せられたのは第6年目のとき15，内容はただ古文を暗記しさえすればよかったものだっ
　　た。
　以上のような次第となるのであるが，かんがえてみると結局，古代において内的にみられた諸
民族の移動集凱・馳のながい飢・だの群艦蜘16，そのL9果関腐ζより単咽民としての自覚
がもてなかったこと（こんにちにおいても問題が消滅していない），一世紀間イギリスの隷属国と
なったこと，英語が万能であったこと17，仏教的信仰生活に徹したあまりというべきか，あるい
は風土」：：の理由もあろうけれど，だいたいにおいて論理や科学する心がおいはらわれたこと，な
どがビルマ国語聞題全般にわたる研究発展をさまたげた大きな原因であろう。
　戦後ビルマ人の手でだされた辞典はあるが18，しかし現在でもやり米人Judson　i9のものした
辞典が最高となっているようである。
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　さて現今の学絞ではどのような文法書がおしえられているのであろうか。まずU．Pe　Maung
　　（ビルマ言繰は鍬澱だとビルマ人はよくいう．0つGO。D60（S（S8これは緋常に空腹だ・の
蝉繊現であ・・轟⑭§…cS　eれは・酬に・ら・い・で・・…ル・翻・うがず・
　と感じがでている。このビルマ文のII，1にはtt本当に”の語はなく，それは構成過程においてだされる。
勺6嘩は・愛す・一・一・sn・・y・で・1・・ぽぱ・ル・語の銚語と蕎蹴較躍・溺・ばか
りでな・・恥。わ…改網・1酬のもの・繊・
／5．．試験の結果筆者がいちばんになった。教師は生徒にむかって「おまえらのアタマにビルマ人の脳味噌が
　ないのか！」と立腹されたことが印象にのこっている。
笛．ピユー族の支配（10世紀毒①，クビライ汗の侵略もあったが，モン・バマーの乱（13世紀初期），シヤン
　・バマーの乱（13世紀末期）．ビルマ・シヤンの乱（16世紀），モン。ビルマの乱（18世紀中期）。
ユ7．イギリスの行政下にあった以ヒ．英語使用はやむをえなかった。教育面で現住民の言語を圧迫したとい
　う事例はみあたらないが，ただ言語研究促進のために適切な教育を，教育の機会をおおくあたえなかった
　事実はある。
］8．English　Burmese　Dictionary，　Tettoe．1957・English　Burmese　Dictionary．　R・C・S．　Agarwai・1955・
　The　StuGent’s　Burmese　English　Dictionary，同，1953。なおビルマ辞典編纂委員会では大ビルマ辞典の編
　纂にとりかかっているが、完成のみとおしはたっていない。註30参照。
19．A．　Judsonは1788年うまれ，1807年にBrown大学を卒業，アメリカの伝道師，ビルマに任地をえたの
　は1813年，ラングーンでビルマ語をおさめ，妻の助力をえて福音書のいちぶを翻訳した⊃1827年にモール
　メンに学校と教会をたて，1834年に聖書の翻訳を発成，のち数年をビルマ文法，ビルマ語辞典編纂にっい
　やした。1816年にインド・ベンガル州・サランプール・ミッションCollegeより印刷機およびビルマ活字
の繊うけた・・の印・鵬・ビ・畷輪の・いわれ・・五蹴・註前隠序・・刺…y・・著
｛・。G・GC。・（○」・・直・kg（Hantha・addy・・949）203頁
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T・・の’tビ・・蚊法”・・か・H・n…w・d・yの陣つ・。§〕m…m・d・d…か・・もな
ければかって筆者がならったような古文を中心とした文典がおしえられていて，Judsonのそれ22
はもちいられていないようである。上記二著のうち，前者はもっぱら文例紹介をわこなっている
だけ，後者はパー一一　V文法を範として簡単にまとめられたもので，いずれも本格的な文法書でない
ことはいうまでもない。大学ではどうかというと，ここではパーり文法がおしえられている。ビ
ルマでは仏教文学の研究はあいかわらずさかんにおこなわれているが，基礎としてパーリ文法が
おしえられる。ところが不可解なのは，識者たちでさえも，「パーり文法があれば，むつかしく
ビルマ文法などとかんがえることはない」という。なるほどビルマは仏教国である。パーり語に
おおいに尊重されねばならない。事実，民衆のあいだにはビルマ・パーり語はかなり滲透してお
り，かなりのパーリ語がビルマふうに書かれ，また解釈されている。なお，現代ビルマ語中には
20～30％ほどパーリ語が混入しているといわれているが，ビルマ語研究家の山下芳弘氏（日本ビ
ルマ協会主事）も大体この説を支持している。
　しかし，借用語は借用語である。パーり語はパーり語であって，それは梵語などとともに印欧
語族に属する。パーり文法がそのままビルマ語に応用できるとかんがえるのは迷妄である23。
20．Pe　Maung　Tinの文法は筆者の整理によると，名詞の位置，助詞，名詞の合成，目三，動名詞，代名詞，
　動詞の修飾，名詞の複数接尾，副詞句，名詞節，形容節，副詞節，接続詞，重複助詞，助動詞，特殊法，
　時制・断言，否定，疑周，命令・依頼・あいさつ，動詞の複数接尾，名詞の構成，動詞の構成，文の構成。
　　特筆したい点は詞，句，節のみちびきかたであるが，統合詞あるいは分詞の解釈もたしかに英文法の影
　懇であり，どうも結論が安易にすぎる。
・・搬のい・一の・蜘に儲・・♂触φ・（≠・・・・・・・・・…y・・ξ・ht・e・・・…が
　あるが，これも上記のと大同小異である。ここでは現化文（日常語）がまったくみはなされており，その
　わけを序文に記して曰く「現代語は混とんとしているので，いまは考える必要がない」。しかし教授はいっ
　たいどのような点を指摘されているのか，くわしくしりたいもの。これがほ版きれてすでにU年，はたし
　て現在のど心境はどうか。
21．この文法は記号，語節，文に大別する。しかし品詞の区別があやしい。転成詞というのがあって雑多な
　　ものをふくませている。格についてはパーリ語式，性についても同様であるのはたいへんおかしい。前世
　紀的記述であろう。
22．AGrammar　of　the　Burmese　Language，　Rev．　A．　Judson，　D，　D．　Rangoon；American　Baptist　Missicn
　　　I）ress，　1888．
23．発祥はインドであっても現在でls　w　一一マン・パーリ，タイ・パーり，ビルマ・パーりというようにあっ
　て，それぞれ自国のパーりがいちばん崇高なものと信じられている。ビルマ・パーリはローマン・パーり
　と発音がかなり相異する，これはビルマ語の単音節または開音節的構造のしからしめるところ大である。
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　ラングーン大学の紀要と目される文献についてみても24，やはり国文法に関する研究らしい研
究はみられない。程度がたかいといわれる文芸雑誌25についてみても，国字，国語の問題を真剣
にあつかっているものはなく，「モン字からビルマ字へj　26「ビルマ語上達法」27というような断
片的なものばかり。U．　Pe教授の「ビルマ語は単音節語なり128という一文もみられたが，と
くに注意をひく内容ではなかった。
しかしU．Pe　Maung　Tinは元Oxford大学ビルマ語講師であって，　Armstrong　L．　E．と
共著になる「ABurmese　Phonetic　Reader」（1925）は，小冊子ながら一応科学的研究の成果
をしめしたものということができるであろう。しかしそれに反してさきにあげたPe授教の文法
書は，例文がやや豊富という点でJudSOn文法よりすぐれているといえるけれども，　Stewartの
Colloquial　Burmese　291まどには現代語がおおくとりいれられていないし，分類もあきらかでな
く説明もなきにひとしい。
　ビルマ語文法研究のためには上記の三著書は一応参考になる。またWilliam　CornynのOut－
24．Rangoon　University　Annual　Magazine，　M．　andalay　University　Annual　Magazine．
　　ちなみに1957・59年版をみると，「原典について」「ピユー王と古代文化」がよい。
・5ぶ＄（・・rm・T・…1…－s・・…雌行の①つ・・8。つ＄・…b・・？mag月干・誌9・・…
－w
癌・C8　一・・…di，　C［・・；…d・n・・。・§・・刮・R・ig・k…h・“，　（Req・巴つIW
　　P畑ny江。
・6…E・・喘1956・・腸・・GC・。・S…8・h・au・・5紙・959・・e．・・9・
・侶・お・953・・le脇S］Q・・95・9賜鵬・
28・900］956・11月富
2g．　School　of　Orientai　and　African　Studies，　University　of　Londen，1955発行。
　Juds・m，　Stewart，　Peのそれぞれの文法については男‖に論じてみたいが，要するには英文法観念の影響が濃
厚であり，たいへん形式的だという乙とである。かっての外国人のかいた日本語の話は，Bollor教授（1856）
　や最近のVaccari氏（イタリア人）のような熱心なひとも熱心だが，概してどうであったか。いずれにお
　いても，とりあげられていない重要な言語素材がおおくありすぎるのである。
　　　「その結果．割切れない多くの現象に行き当るのであるが，言語は伝統的なものであり，歴史的なもの
　であって，思考の法則が普遍的であるようには，言語の法則は一般的な原理で律することが出来ないもの
　を持っている。申略。ヨーmッパの言語の法則が，～般文法の原理であるかのような錯覚を打破すること
　が何よりも大切である。」時枝著「日本文法」（口語編）。
　　なお最後に附’記しておく。
　　「アジアやインディアンの言語はその構造上，ヨ～Vッパ語ほど比較のために役立つ手懸が多くない。そ
　　して，古い記録を持っている言語は非常に少ない。」大野晋著「日本語の起源」　（岩波新書1958）203頁。
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line　of　Burmese　Grammar，　U．　S．　A．1944も，同‘‘Spoken　Burmese”1945もよいであろ
う（学報前々号参照）。そのほかにもいくつかあるけれども，結論的にいって，参考になるといえ
るものでも，一応参考になるというにすぎなく，現段階においてはやはり，あらゆる資料をつう
じて獲得する適確な言語認識かいちばんというほかない。
　　木当のことばは常に本当にむつかしいものてある。　　　　　　（チソ・マン・ヌ［・一一）
30
　　　　力？＠○
噸灘灘蟻§麟戴評ぎ・
　　　　　　聾瀞蕪蝋藻瓢1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　92
